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最新問題: 1
マイクロサービスを最もよく定義するオプションはどれですか?
A.静的に型付けされコンパイルされる言語。
B.コンテナ化されたアプリケーションの展開、スケーリング、管理を自動化するオープン
ソースシステム。

C.単一または少数のタスクを実行する、細かく調整されたソフトウェア。
D.構造化された情報またはデータの整理されたコレクション。通常はコンピュータシステ
ムに電子的に保存されます。

Answer: C (メーッセージを残す)
正解は、「単一または少数のタスクを実行する、細かく調整されたソフトウェア」です。マイ

クロサービスは、システムを特定の一連のタスクを実行する小さな独立したサービスに分

解するソフトウェアアーキテクチャアプローチです。各マイクロサービスは、単一または

少数の関連タスクを処理するように、集中的かつ細かく調整され、非常にまとまりのある

ように設計されています。この粒度により、複雑なアプリケーションを構築する際のス

ケーラビリティ、保守性、柔軟性が向上します。提供されているその他のオプションは、マ

イクロサービスを正確に定義していません。コンテナ化されたアプリケーションの展開、

スケーリング、管理を自動化するオープンソースシステムは、Kubernetesなどのコンテナ
オーケストレーションツールを指します。これは、マイクロサービスの管理に使用できま

すが、マイクロサービス自体の定義ではありません。静的に型付けおよびコンパイルされ

た言語は、プログラミング言語の特性のタイプを表すものであり、マイクロサービスの概

念に固有のものではありません。構造化された情報またはデータの整理されたコレクショ

ン (通常はコンピューターシステムに電子的に保存されます)は、データベースまたはデー
タストレージシステムの定義であり、マイクロサービスとは無関係です。

最新問題: 2
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OKEクラスターを、攻撃対象領域が最も少ないネットワーク構成に更新し、同時にデプロ
イされたアプリケーションにインターネットから直接アクセスできるようにするように求

められています。この要件を満たす有効な OKEクラスターネットワーク構成はどれです
か? (最適な回答を選択してください。)
A.ノード、Kubemetes APIエンドポイント、ロードバランサーのプライベートサブネット
B.ノード用のプライベートサブネット、Kubemetes APIエンドポイントとロードバラン
サー用のパブリックサブネット

C.ノードと Kubemetes APIエンドポイント用のプライベートサブネット、ロードバラン
サー用のパブリックサブネット

D. Kubemetes APIエンドポイントのプライベートサブネット、ノードとロードバランサー
のパブリックサブネット

Answer: C (メーッセージを残す)
攻撃対象領域を最小限に抑えながら、インターネットからデプロイされたアプリケーショ

ンへの直接アクセスを可能にするという要件を満たす有効な OKEクラスターネットワー
ク構成は、ノードと Kubernetes APIエンドポイント用のプライベートサブネット、ロード
バランサー用のパブリックサブネットです。ノードと Kubernetes APIエンドポイントを
プライベートサブネットに配置すると、インターネットから直接アクセスできなくなり、

攻撃対象領域が縮小されます。

一方、ロードバランサはパブリックサブネットに配置され、インターネットからアクセス

でき、デプロイされたアプリケーションにアクセスするためのエントリポイントとして機

能します。この構成により、ノードや APIエンドポイントなどのクラスターの重要なコン
ポーネントがプライベートネットワーク内で保護され、ロードバランサを介してアプリ

ケーションへのアクセスが提供されます。これにより、デプロイされたアプリケーション

の可用性を維持しながら、クラスターの内部コンポーネントへの直接アクセスを制限する

ことで、セキュリティが強化されます。

最新問題: 3
Dockerイメージは 1つ以上のレイヤーで構成され、各レイヤーは Dockerfile命令を表しま
す。レイヤーは積み重ねられ、各レイヤーは前のレイヤーからの変更のデルタです。これら

のレイヤーにはどのような権限が関連付けられていますか?
A.主に読む
B.書き込みのみ
C.移動可能
D.読み取り専用
E.一度だけ書き込む
Answer: (解答を表示する)
正解は「読み取り専用」です。Dockerイメージのレイヤーは読み取り専用です。レイヤーが

作成されると、変更することはできません。各レイヤーは Dockerfile命令を表し、前のレイ
ヤーの上に積み重ねられ、不変のレイヤーのスタックを形成します。これらのレイヤーは、

イメージの一貫性と整合性を確保するために読み取り専用になるように設計されていま
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す。Dockerイメージがビルドされると、Dockerfile内の各命令によって新しいレイヤーが
作成されます。各レイヤーは、前のレイヤーに対するその命令による変更を表します。レイ

ヤーは互いに積み重ねられ、完全なイメージを形成します。このレイヤーベースのアプ

ローチにより、Dockerイメージを効率的に保存および配布できます。レイヤーは読み取り
専用であるため、イメージに変更または修正を加えると、既存のレイヤーが変更されるの

ではなく、新しいレイヤーが作成されます。この不変性により、各レイヤーがそのまま残

り、イメージの整合性が維持されます。また、Dockerのキャッシュメカニズムが有効にな
り、対応する命令が変更されていない場合は、以前にビルドされたレイヤーを再利用でき

るため、イメージビルドプロセスが高速化されます。「書き込みのみ」、「1回だけ書き込

み」、「移動可能」、「ほとんど読み取り」などの他のオプションは、Dockerイメージレイヤー

に関連付けられた権限を正確に表すものではありません。Dockerイメージレイヤーは、読
み取り専用として特別に設計されています。

最新問題: 4
Dockerイメージとコンテナに関して正しい記述はどれですか? (2つ選択してください。)
A.特定のイメージから一度に生成できるコンテナーは 1つだけです。
B.イメージは不変のレイヤーの集合ですが、コンテナはイメージの実行中のインスタンス
です。

C.同じイメージから複数のコンテナが生成された場合、それらはすべてメモリ内でそのイ
メージの同じコピーを使用します。

D.新しい Dockerfileを記述してビルドすることが、新しい Dockerイメージを作成できる
唯一の方法です。

E.コンテナはイメージがなくても存在できますが、イメージはコンテナなしでは存在でき
ません。

Answer: B,C (メーッセージを残す)
Dockerイメージとコンテナに関する正しい記述は次のうちどれですか。(2つ選択してく
ださい。)新しい Dockerfileを記述して構築することが、新しい Dockerイメージを作成す
る唯一の方法です。コンテナはイメージがなくても存在できますが、イメージはコンテナ

なしでは存在できません。特定のイメージから一度に生成できるコンテナは 1つだけで
す。同じイメージから複数のコンテナが生成された場合、それらはすべてメモリ内でその

イメージの同じコピーを使用します。(正解)イメージは不変のレイヤーのコレクションで
すが、コンテナはイメージの実行中のインスタンスです。(正解) ChatGPT Dockerイメージ
とコンテナに関する正しい記述は次のとおりです。同じイメージから複数のコンテナが生

成された場合、それらはすべてメモリ内でそのイメージの同じコピーを使用します。この

記述は正解です。同じ Dockerイメージから複数のコンテナが作成されると、それらはメモ
リ内でイメージの基になるレイヤーを共有します。各コンテナには独自の分離されたファ

イルシステムとランタイム環境がありますが、それらはすべて同じベースイメージを使用

するため、リソースを効率的に使用できます。イメージは不変のレイヤーのコレクション

ですが、コンテナはイメージの実行中のインスタンスです。この記述も正しいです。Docker
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イメージは複数のレイヤーで構成され、各レイヤーは前のレイヤーに対する特定の変更ま

たは追加を表します。これらのレイヤーは読み取り専用で、複数のコンテナー間で共有で

きます。一方、コンテナーは特定のイメージから作成された軽量で分離されたランタイム

インスタンスです。これは、独自のファイルシステム、ネットワーク、およびランタイム構

成を持つ実行中のプロセスです。「新しい Dockerfileを記述してビルドすることが、新しい

Dockerイメージを作成する唯一の方法です」および「コンテナーはイメージがなくても存

在できますが、イメージはコンテナーなしでは存在できません」という記述は正しくありま

せん。Dockerイメージは、Dockerfileの使用、既存のイメージからのインポート、レジスト
リからのプルなど、さまざまな方法で作成できます。さらに、コンテナーを実行するにはイ

メージが必要なので、イメージが存在しなければコンテナーを作成することはできませ

ん。

最新問題: 5
kubectl CLIから Oracle Cloud Infrastructure (OCI) Container Engine for Kubernetes (OKE)
クラスタにアクセスするために必要なものはどれですか? (2つ選択してください。)
A. OKEクラスターで Tillerが有効になっています。
B.クラスターワーカーノードに追加された公開キーを含む SSHキーペア。
C. OCI CLIをインストールして構成します。
D.構成された OCI API署名キーペア。
E. OCIアイデンティティおよびアクセス管理 (IAM)認証トークン。
Answer: C,D (メーッセージを残す)
正しいオプションは次のとおりです:構成された OCI API署名キーペア: API署名キーペ
アは、OKEクラスターを含む OCIリソースにアクセスするための認証と承認に使用され
ます。APIリクエストを認証するには、ローカルマシンで秘密キーを構成する必要があり
ます。クラスターワーカーノードに追加された公開キーを含む SSHキーペア:これ
は、OKEクラスター内のワーカーノードへの安全な SSHアクセスに必要です。
クラスターの作成または更新中に、SSHキーペアを生成し、公開キーをクラスターのワー
カーノードプールに追加する必要があります。したがって、正しいオプションは、構成さ

れた OCI API署名キーペアと、公開キーがクラスターワーカーノードに追加された SSH
キーペアを持つことです。

最新問題: 6
myappアプリケーションの myfunctionという名前の Cloud Shellセッションから Oracle
Functionsを呼び出すときに、予期しないエラーが発生しました。どのオプションを選択す
ると、エラーに関する詳細情報を取得できますか。

A. fn --verbose呼び出し myapp myfunction
B. fn --debug呼び出し myapp myfunction
C.エラーメッセージをOracleサポートに連絡してください
D. DEBUG=1 fn呼び出し myapp myfunction
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Answer: D (メーッセージを残す)
Cloud Shellセッションから Oracle Functionsを呼び出すときにエラーに関する詳細情報
を取得するオプションは、「DEBUG=1 fn invoke myapp myfunction」です。fnコマンドを使

用して関数を呼び出す前に環境変数 DEBUG=1を設定すると、デバッグモードを有効にし
て、関数の実行に関する詳細情報を取得できます。これは、トラブルシューティングやエ

ラーの根本原因の把握に役立ちます。コマンド「DEBUG=1 fn invoke myapp myfunction」を

使用すると、デバッグモードを有効にして関数呼び出しが実行され、追加のデバッグ情報

がコンソール出力に表示されます。この情報には、スタックトレース、詳細なエラーメッ

セージ、および問題の特定と解決に役立つその他の関連情報が含まれます。fnコマンドで
詳細オプション (--verbose)またはデバッグオプション (--debug)を使用すると、追加情報
が提供される場合もありますが、具体的な動作は fn CLIツールのバージョンと構成によっ
て異なる場合があります。エラーメッセージとともに Oracleサポートに連絡することも
常に可能ですが、DEBUG=1環境変数を使用してデバッグモードを有効にすると、より詳
細な情報にすぐにアクセスできるようになり、エラーをより効率的に診断および解決でき

るようになります。

最新問題: 7
Oracle Cloud Infrastructure (OCI) API Gatewayデプロイメントを構成するときに使用でき
る有効なバックエンドタイプオプションではないのはどれですか。

A. HTTP_BACKEND
B. ORACLE STREAMS_BACKEND
C. ORACLE_FUNCTIONS_BACKEND
Answer: B (メーッセージを残す)
OCI API Gatewayデプロイメントを構成するときは、APIデプロイメント仕様 3で各ルー
トのバックエンドタイプを指定する必要があります。バックエンドタイプによって、API
ゲートウェイがそのルートへのリクエストを処理し、適切なバックエンドサービス 3に転
送する方法が決まります。OCI API Gatewayデプロイメント 3で有効なオプションは、次
のバックエンドタイプです。

* HTTP_BACKEND: APIゲートウェイは、バックエンドサービスとして HTTPまたは
HTTPS URLにリクエストを転送します。
* ORACLE_FUNCTIONS_BACKEND: APIゲートウェイは、バックエンドサービスとして
Oracle Functions関数を呼び出します。
* STOCK_RESPONSE_BACKEND: APIゲートウェイは、バックエンドサービスを呼び出
さずに標準レスポンスを返します。ORACLE STREAMS_BACKENDは、OCI API Gateway
デプロイメントの有効なバックエンドタイプではありません。Oracle Streamsは、大量の
データをリアルタイムで取り込み、消費するために使用できる、完全に管理されたスケー

ラブルで耐久性のあるメッセージングサービスです4。ただし、Oracle Streamsは、OCI
API Gatewayデプロイメントのバックエンドサービスとしてはサポートされていません。
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最新問題: 8
Oracle Cloud Infrastructure (OCI)にデプロイされる車両群のリアルタイム監視アプリケー
ションを開発しています。車両からのリアルタイムデータフィードを処理するには、OCI
キューと OCIストリーミングのどちらを使用するかを選択する必要があります。説明され
ているシナリオに基づくと、リアルタイムデータフィードを処理するための最も適切な選

択肢はどれですか。

A. OCIストリーミングは、大量の継続的なデータの取り込みと処理向けに設計されている
ため、車両群に最適な選択肢となります。

B. OCIストリーミング。リアルタイムアプリケーションに必要な、1回限りのメッセージ配
信を提供するため

C. OCIキュー。低遅延メッセージングに最適化されており、リアルタイムアプリケーショ
ンに最適です。

D. OCIキュー。リアルタイム監視アプリケーションにとって重要な、少なくとも 1回の
メッセージ配信を提供するため

Answer: A (メーッセージを残す)
OCIストリーミングは、リアルタイムで消費および処理できる、継続的で大量のデータス
トリームを取り込むための、フルマネージドでスケーラブルかつ耐久性に優れたメッセー

ジングソリューションです1。ストリーミングは、パブリッシュ/サブスクライブメッセー
ジングモデル1でデータが継続的かつ順次生成および処理されるあらゆるユースケース
に適しています。ストリーミングは、低レイテンシで 1秒あたり数百万のメッセージを処
理できます2。したがって、OCIストリーミングは、車両群からのリアルタイムデータ
フィードを処理するのに最適な選択肢です。検証済みの参照:ストリーミングの概
要、Container Engine for Kubernetes

最新問題: 9
Oracle Cloud Infrastructure Registry (OCIR)からクライアントマシンに Dockerイメージ
を取得するには、どのコマンドを使用しますか?
A. docker pull <リージョンキー>.ocir.io/<テナンシー名前空間>/<リポジトリ名>: <タグ>
B. docker pull <テナンシー名前空間>/<リージョンキー>.ocir.io/<リポジトリ名>: <タグ>
C. docker fetch <リージョンキー>.ocir.io/<テナンシー名前空間>/<リポジトリ名>:<タグ>
D. docker fetch <テナンシー名前空間>/<リージョンキー>.ocir.io/<リポジトリ名>:<タグ>
Answer: A (メーッセージを残す)
OCIレジストリからクライアントマシンに Dockerイメージをプルするには、次の構文1
で docker pullコマンドを使用する必要があります: docker pull <region-
key>.ocir.io/<tenancy-namespace>/<repo-name>:<tag>ここで、
* <region-key>は、使用している OCIレジストリリージョンのキーです。たとえば、iadで
す。リージョン 1の可用性を参照してください。
* ocir.ioは OCIレジストリ名です。
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* <tenancy-namespace>は、イメージをプルするリポジトリを所有するテナンシーの自動
生成されたオブジェクトストレージ名前空間文字列です (テナンシー情報ページに表示さ
れます)1。
* <repo-name>は、プルするイメージが含まれているリポジトリの名前です。
* <tag>は、取得するイメージのタグです。

最新問題: 10
(CHK_4>2) Oracle Cloud Infrastructure (OCI)ストリーミングサービスに関して有効でな
い記述はどれですか (2つ選択してください)。
A. OCIストリーミングは、デフォルトですべてのデータを 24時間保存しますが、最大 7
日間まで延長できます。B
B. OCIストリーミングは転送中のすべてのデータを自動的に暗号化しますが、必要に応じ
て保存中のデータを暗号化するのは開発者の責任です。

C.ストリームのスループットはパーティションによって定義されます。パーティションは
1MB/秒のデータ入力と2MBの
/秒のデータ出力。
D.ストリームは、顧客管理の暗号化キーをサポートするパブリックエンドポイントまたは
プライベートエンドポイントのいずれかで構成できます。

E. OCIストリーミングは、各パーティションに対して 1秒あたり最大 2,000件のリクエス
トをサポートできます。

Answer: D,E (メーッセージを残す)
Oracle Cloud Infrastructure (OCI)ストリーミングサービスに関して、有効でない 2つの記
述は次のとおりです。ストリームは、顧客管理の暗号化キーをサポートするパブリックエ

ンドポイントまたはプライベートエンドポイントのいずれかで構成できます。OCIスト
リーミングサービスは現在プライベートエンドポイントのみをサポートしているため、こ

の記述は無効です。顧客管理の暗号化キーは現在、OCIストリーミングではサポートされ
ていません。OCIストリーミングは、各パーティションに対して 1秒あたり最大 2,000件
のリクエストをサポートできます。ストリームのスループットは、1秒あたりのリクエスト
数という観点からパーティションによって定義されないため、この記述は無効です。スト

リームのスループットは、データの入出力速度という観点から定義されます。各パーティ

ションは 1 MB/秒のデータ入力と 2 MB/秒のデータ出力を提供しますが、1秒あたりのリ
クエスト数という特定の数には対応していません。その他の記述は有効です。OCIスト
リーミングは、デフォルトですべてのデータを 24時間保存しますが、最大 7日間まで延長
できます。OCIストリーミングは転送中にすべてのデータを自動的に暗号化しますが、必
要に応じて保存データを暗号化するのは開発者の責任です。

最新問題: 11
Pythonアプリケーションを Oracle Container Engine for Kubernetes (OKE)クラスタにデ
プロイしました。ただし、テスト中にバグが見つかったため、修正して新しい Dockerイ
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メージを作成しました。次に、この新しいイメージをデプロイした後に動作しない場合は、

以前のバージョンにロールバックできるようにする必要があります。kubect1を使用する
場合、どの戦略を使用すればよいでしょうか。

A.ブルー/グリーンデプロイメント
B.カナリアデプロイメント
C.ローリングアップデート
D. A/Bテスト
Answer: (解答を表示する)
ローリングアップデートは、ダウンタイムなしでアプリケーションの古いバージョンを新

しいバージョンに徐々に置き換えるデプロイメント戦略です4。OKEは、kubectl rolloutコ
マンド4を使用してローリングアップデートをサポートします。ローリングアップデート
を使用すると、新しいバージョンで問題が発生した場合に、以前のバージョンにロール

バックできます4。
したがって、kubectlでローリングアップデート戦略を使用すると、新しいイメージがデプ
ロイ後に機能しない場合でも、Pythonアプリケーションの以前のバージョンにロールバッ
クできるようになります。検証済みの参照: Oracle Container Engine for Kubernetesのデ
プロイ

最新問題: 12
あなたのチームは、OCI Container Engine for Kubernetes (OKE)クラスタ内のマイクロ
サービスデプロイメントに関連付けられた Kubernetesシークレットを暗号化するため
に、Oracle Cloud Infrastructure (OCI) Vault内でマスター暗号化キー (MEK)を使用するこ
とを選択しました。これにより、キーのローテーションを簡単に管理できます。OCI Vault
サービスでのキーのローテーションに関して、次のうち正しくないものはどれですか。

A.ローテーション後は、古いキーバージョンは削除されるまで暗号化に使用できます。
B.ソフトウェアと HSMで保護された MEKSの両方をローテーションできます。
C. MEKをローテーションすると、新しいキーバージョンが自動的に生成されます。
D.各キーバージョンは、個別の一意の OCIDSを使用して内部的に追跡されます。
Answer: A (メーッセージを残す)
正解は、「ローテーション後は、古いキーバージョンは削除されるまで暗号化に使用できま

す」です。OCI Vaultサービスでのキーのローテーションに関して正しくない記述は、「ロー

テーション後は、古いキーバージョンは削除されるまで暗号化に使用できます」です。OCI

Vaultサービスでは、マスター暗号化キー (MEK)をローテーションすると、新しいキー
バージョンが自動的に生成されます。ただし、キーがローテーションされて新しいバー

ジョンが作成されると、古いキーバージョンは暗号化に使用できなくなります。キーロー

テーションの目的は、暗号化キーが定期的に更新され、古いキーが機密データの保護に使

用されないようにすることです。これにより、潜在的なキー侵害の影響を最小限に抑えて

セキュリティが強化されます。その他の記述は有効です。ソフトウェアセキュリティモ

ジュール (HSM)で保護された MEKとハードウェアセキュリティモジュール (HSM)で保
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護された MEKの両方をローテーションできます。これにより、MEKのタイプを柔軟に選
択でき、使用する暗号化方法に関係なくキーローテーションを実行できます。各キーバー

ジョンは、個別の一意の OCID (Oracle Cloud識別子)を使用して内部的に追跡されます。
これにより、OCI Vaultサービス内のさまざまなキーバージョンを簡単に管理および追跡
できます。要約すると、有効ではないステートメントは、古いキーバージョンが削除される

まで暗号化に引き続き使用できることを示唆するステートメントです。キーローテーショ

ンは、最新のキーバージョンの使用を保証し、古いキーバージョンを廃止してセキュリ

ティを強化するように設計されています。

最新問題: 13
組織では、Oracle Container Engine for Kubernetes (OKE)に電子商取引アプリケーション
をデプロイし、Dockerイメージリポジトリとして Oracle Cloud Infrastructure Registry
(OCIR)サービスを使用しています。OKEクラスタは「カスタム作成」オプションを使用し

てデプロイされており、Virtual Cloud Network (VCN)には、ルートテーブル、セキュリティ
リスト、インターネットゲートウェイが関連付けられた 3つのパブリックサブネットが
あります。

しかし、アプリケーションコンテナのデプロイに失敗しています。調査してみると、YAML
構成にイメージへの正しいパスがあるにもかかわらず、指定された OCIRリポジトリから
イメージがプルされていないことがわかりました。さらに調査する必要がある有効な懸念

事項は何でしょうか。

A. OCIRサービスに接続するには、TCPポート 22のセキュリティリストルールを追加す
る必要があります。

B. OKEクラスタワーカーノードをホストする VCNには、OCIRリポジトリにアクセス
するための NATゲートウェイが必要です。
C. OKEクラスターにアプリケーションをデプロイするユーザーごとに、Identity and
Access Management (IAM)認証情報を追加する必要があります。
D. OKEクラスターには、OCIRリポジトリの資格情報を含むシークレットが必要であり、
そのシークレットを Kubernetesデプロイメントマニフェストで使用する必要がありま
す。

Answer: (解答を表示する)
このシナリオでさらに調査する必要がある正当な懸念事項は、OKEクラスターに Oracle
Cloud Infrastructure Registry (OCIR)リポジトリの資格情報を含むシークレットがあるか
どうか、およびそのシークレットが Kubernetesデプロイメントマニフェストで使用され
ているかどうかです。この懸念事項が関連する理由は次のとおりです。OCIRリポジトリ
へのアクセス: OKEクラスターが OCIRリポジトリからイメージをプルするには、適切な
認証資格情報が必要です。これらの資格情報は通常、レジストリでの認証に必要な情報を

含むシークレットの形式で提供されます。デプロイメントマニフェスト内のシークレッ

ト: Kubernetesデプロイメントマニフェストは、アプリケーションコンテナのデプロイ方
法を定義します。これには、コンテナイメージ、リソース要件、環境変数などの仕様が含ま
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れます。OCIRなどのプライベートリポジトリからイメージをプルするには、デプロイメ
ントマニフェストで、レジストリ資格情報を含む適切なシークレットを参照する必要があ

ります。指定された OCIRリポジトリからイメージがプルされていない場合は、OCIR資格
情報を含むシークレットが欠落しているか、デプロイメントマニフェストで適切に参照さ

れていないことが示唆されます。さらなる調査では、シークレットの存在と正確さを検証

すること、およびアプリケーションコンテナのデプロイメントマニフェストでシークレッ

トが正しく参照されていることを確認することに重点を置く必要があります。デプロイメ

ントマニフェストにシークレットが存在し、適切な構成であることを確認すること

で、OKEクラスターは OCIRリポジトリにアクセスし、アプリケーションコンテナを正常
にデプロイするために必要な資格情報を持つことになります。

最新問題: 14
Kubernetesには、コンピューティング、ネットワーク、ストレージなどのさまざまな要素
が含まれます。コンピューティングは基本的に CPU (ユニット)とメモリ (バイト)で
す。OKEクラスター内では、コンピューティングに関するデプロイメントの最小単位とは
何ですか?
A.コンテナ
B.サービス
C.ポッド
D.名前空間
E.デプロイメントリソース
Answer: (解答を表示する)
ポッドは、Kubernetesオブジェクトモデルで作成またはデプロイする最小かつ最も単純
な単位です2。ポッドは、クラスターで実行中のプロセスの 1つのインスタンスを表しま
す。ポッドには、Dockerコンテナーなどの 1つ以上のコンテナーが含まれます。ポッドを
作成するときに、各コンテナーに必要な CPUとメモリ (RAM)の量を定義します。ポッド
には、ストレージボリューム、IPアドレス、コンテナーの実行方法を制御するオプション
などを含めることもできます2。ポッドは、デプロイメント、レプリカセット、サービスな
どの大規模な Kubernetes構成要素の基本的な構成要素です2。

最新問題: 15
マイクロサービスを開発する場合、それぞれを任意の言語で開発できます。このタイプの

開発を説明する用語は何ですか? (最適な回答を選択してください。)
A.アジャイル
B. DevOps
C.分散型
D.ポリグロット
Answer: C (メーッセージを残す)
さまざまな言語を選択してマイクロサービスを開発することを「ポリグロット」と呼びま

す。ポリグロットアーキテクチャでは、各マイクロサービスは、特定の要件に最も適したプ
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ログラミング言語またはテクノロジスタックを使用して開発されます。このアプローチに

より、開発者はさまざまな言語とフレームワークの長所を活用でき、サービス間の相互運

用性を維持しながら、各マイクロサービスに最も適したツールを使用できます。

最新問題: 16
Container Engine for Kubernetes (OKE)クラスタを作成したら、Oracle Cloud
Infrastructure (OCI) Loggingを使用して、クラスタ内のワーカーノードコンピュートイン
スタンスで実行されているアプリケーションのログを表示および検索できます。アプリ

ケーションログを収集して解析するために必要のないタスクはどれですか? (最適な回答
を選択してください。)
A.クラスター内のすべてのワーカーノードを含むルールを使用して動的グループを作成
します。

B.クラスターの OCIロギングオプションを [有効]に設定します。
C.クラスター内のすべてのワーカーノードの監視を有効にします。
D.適切なエージェント構成を使用して、OCI Loggingでカスタムログを構成します。
Answer: C (メーッセージを残す)
正解は、クラスタ内のすべてのワーカー・ノードの監視を有効にします。Oracle Cloud

Infrastructure (OCI) Loggingを使用してアプリケーション・ログを収集および解析するため

に、クラスタ内のすべてのワーカー・ノードの監視を有効にする必要はありません。監視

は、メトリックを収集し、ワーカー・ノードのヘルスとパフォーマンスを監視できる別の機

能です。アプリケーション・ログを収集および解析するには、次のタスクを実行する必要が

あります。クラスタのOCI Loggingオプションを「有効」に設定する:これにより、クラスタ

のOCI Loggingサービスが有効になります。クラスタ内のすべてのワーカー・ノードを含む

ルールを持つ動的グループを作成する:これにより、ワーカー・ノードによって生成された

ログをターゲットにすることができます。適切なエージェント構成を使用してOCI
Loggingでカスタム・ログを構成する:これには、アプリケーション・ログを解析および収集

するためのログ・ソース、ログ・パス、およびログ形式を指定することが含まれます。これら

のタスクを完了することで、OKEクラスタ内のワーカー・ノード・コンピュート・インスタ

ンスで実行されているアプリケーションによって生成されたアプリケーション・ログを収

集および解析できます。

有効な 1z0-1084-24問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい 1z0-1084-24
試験問題集！ GoShiken.comが最新の 1z0-1084-24試験問題集を提供しています。
GoShiken.com 1z0-1084-24試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の
GoShiken.com 1z0-1084-24問題集をゲットする人はこちら:
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https://www.goshiken.com/Oracle/1z0-1084-24-mondaishu.html (10130%OFF問題集溶

と正解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 17
Java、Python、Node.jsで複数の Oracle Functionsを使用して、クラウドネイティブのサー
バーレス旅行アプリケーションを構築しています。これらの関数を構築して、travel-appと
いう単一のアプリケーションにデプロイする必要があります。このタスクを正常に完了す

るには、どのコマンドが役立ちますか。

A. fn関数 deploy app travel-app--all
B. fn app deploy --app travel-app --all
C. fn app --app travel-app deploy --ext java pyljs
D. fn deploy--app travel-app --all
Answer: D (メーッセージを残す)
正解は、fn deploy --app travel-app --allです。説明:複数の Oracle Functionsを「travel-

app」という単一のアプリケーションの一部としてビルドしてデプロイするには、適切なオ

プションを指定した fn deployコマンドを使用します。コマンド fn deploy --app travel-app
--allが正しい構文です。コマンドの各部分の動作は次のとおりです。fn deploy:このコマン
ドは、Oracle Functionsで関数とアプリケーションをデプロイするために使用されます。--
app travel-app:このオプションは、アプリケーション名を「travel-app」として指定し、この

アプリケーションに関数をデプロイすることを示します。--all:このオプションは、アプリ
ケーション内のすべての関数をデプロイすることを示します。fn deploy --app travel-app
--allを使用すると、さまざまなプログラミング言語 (Java、Python、Node.js)にわたる旅行
アプリケーション内のすべての関数を Oracle Functionsの「travel-app」アプリケーション

にビルドしてデプロイできます。

最新問題: 18
Oracle Cloud Infrastructure (OCI) API Gatewayで APIデプロイメントを作成し、アクセス
を制御するためのリクエストポリシーを構成する必要があります。OCI API Gatewayで使
用できないのはどれですか。

A.バックエンド OCIリソースへのアクセスを制御します。
B.バックエンドサービスに送信されるリクエストの数を制限します。
C.クロスオリジンリソース共有 (CORS)サポートを有効にします。
D.認証と承認を提供します。
Answer: (解答を表示する)
正解は、バックエンド OCIリソースへのアクセスの制御です。OCI API Gatewayは、バッ
クエンド OCIリソースへのアクセスを直接制御しません。主に、ゲートウェイを通じて公
開される APIへのアクセスの管理とセキュリティ保護に重点を置いています。ゲートウェ
イは APIのフロントエンドとして機能し、認証、承認、レート制限、CORSサポートなどの
機能を提供します。OCI API Gatewayでは、認証および承認ポリシーを構成し、リクエスト
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数を制限し、CORSサポートを有効にすることができますが、バックエンド OCIリソース
へのアクセスを直接制御することはできません。バックエンドリソースへのアクセスは通

常、IAMポリシー、ネットワークセキュリティルール、リソース固有のアクセス制御など
の他の手段によって管理されます。

最新問題: 19
次のどれが、マイクロサービスによって通常満たされる基準ではありませんか?
A.ビジネス機能を中心に構成されています。
B.密結合
C.メンテナンス性が高い
D.独立して展開可能
Answer: B (メーッセージを残す)
正解は、「密結合」です。密結合は、マイクロサービスが通常満たす基準ではありません。実

際、マイクロサービスは疎結合になるように設計されています。疎結合とは、依存関係を減

らし、異なるコンポーネントまたはサービス間の直接的なやり取りを最小限に抑えること

を指します。マイクロサービスは独立性と自律性を促進し、各サービスが他のサービスに

密結合されることなく独立して動作できるようにします。リストされているその他のオプ

ションは、マイクロサービスが通常満たす基準です。

ビジネス機能を中心に構成:マイクロサービスアーキテクチャでは、特定のビジネス機能
または機能を中心にサービスを設計することを提案しています。これにより、組織のビジ

ネスニーズに合わせた、焦点を絞った特化したサービスが可能になります。独立してデプ

ロイ可能:マイクロサービスは、独立してデプロイ可能なユニットとして設計されていま
す。各マイクロサービスは、他のサービスに影響を与えることなく、個別に開発、テスト、デ

プロイできます。これにより、デプロイプロセスで俊敏性とスケーラビリティが実現しま

す。メンテナンス性が高い:
マイクロサービスは、多くの場合、メンテナンス性が高くなるように設計されます。マイク

ロサービスは範囲が狭く、特定のタスクに焦点が当てられているため、個々のサービスの

管理とメンテナンスが容易になります。さらに、マイクロサービスはシステム全体に影響

を及ぼすことなく更新、パッチ適用、または置き換えが可能で、アプリケーションのメンテ

ナンスと進化が容易になります。したがって、マイクロサービスが通常満たさない基準は、

密結合です。

最新問題: 20
組織では、マイクロサービスに使用されるすべてのデプロイ済みコンテナイメージに、指

定されたマスター暗号化キー (MEK)で署名することを義務付けています。ビルドプロセ
スの一環としてコンテナイメージに適切に署名しましたが、Oracle Cloud Infrastructure
(OCI) Container Engine for Kubemetes (OKE)クラスタにデプロイされるときに、自動的に
検証されるようにする必要があります。MEKがすでに利用可能な OCI Vaultに保存されて
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いると仮定して、OKEクラスタにデプロイするときにイメージの検証を義務付けるには、
どのオプションを使用する必要がありますか? (最適な回答を選択してください。)
A.これはポッドレベルで適用されるため、Kubemetesポッドのデプロイメントごとにイ
メージ検証ポリシーを個別に有効にします。

B.これはノードプールレベルで適用されるため、各 OKEクラスター内の各ノードプー
ルに対してイメージ検証ポリシーを個別に有効にします。

C.これはクラスターレベルで適用されるため、各 OKEクラスターごとにイメージ検証ポ
リシーを個別に有効にします。

（正しい）

D. OKEサービスコントロールプレーンのイメージ検証ポリシーを有効にします。これに
より、すべての OKEクラスターにこれが適用されます。
Answer: C (メーッセージを残す)
コンテナイメージを Oracle Cloud Infrastructure (OCI) Container Engine for Kubernetes
(OKE)クラスタにデプロイするときにイメージ検証を義務付けるには、各 OKEクラスタ
に対して個別にイメージ検証ポリシーを有効にする必要があります。これはクラスタレベ

ルで適用されます。クラスタレベルでイメージ検証ポリシーを有効にすると、OKEクラス
タにデプロイされたすべてのコンテナイメージが、指定されたマスター暗号化キー (MEK)
に対して自動的に検証されます。これにより、署名された信頼できるコンテナイメージの

みが使用されるようになり、デプロイされたマイクロサービスのセキュリティと整合性が

維持されます。クラスタレベルでイメージ検証ポリシーを有効にすると、クラスタ内のす

べてのノードとノードプールにわたって検証プロセスを一貫して一元的に適用できます。

これにより、クラスタ全体のイメージ検証に対する標準化されたアプローチが提供され、

管理が簡素化され、組織の義務への準拠が保証されます。ノードプールごとに個別に、また

はポッドレベルでイメージ検証ポリシーを有効にすると、検証プロセスが複雑になり、矛

盾が生じる可能性があります。したがって、クラスタレベルでイメージ検証を適用するこ

とが推奨される方法です。

最新問題: 21
ある会社では、トランザクションをリアルタイムで処理する必要がある新しいアプリケー

ションを開発しています。会社は、すべてのトランザクションが順番に処理され、トランザ

クションが失われないようにしたいと考えています。このシナリオで OCIキューを活用す
るための正しい戦略はどれですか。

A.トランザクションの種類ごとに個別のキューを使用します。
B.単一のキューを使用してすべてのトランザクションを処理します。
C.アプリケーションインスタンスごとに個別のキューを使用します。
D.優先キューを使用してリクエストに優先順位を付けます。
Answer: (解答を表示する)
OCIキューは、サーバーレス方式で非同期 (分離)通信を可能にするサービスです3。キュー
は、損失や重複のない独立した処理を必要とする大量のトランザクションデータを処理し
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ます3。キューは、FIFO (先入れ先出し)配信オプション3を使用して、キュー内のメッセー
ジの順序付けをサポートします。したがって、単一のキューを使用してすべてのトランザ

クションを処理すると、すべてのトランザクションが順番に処理され、トランザクション

が失われることがなくなります。検証済みの参照:キューの概要

最新問題: 22
DevOps方法論における継続的デリバリーと継続的デプロイメントの違いは何ですか?
（最適な回答を選択してください。）

A.継続的デリバリーには開発者タスクの自動化が含まれますが、継続的デプロイメントに
は手動の運用タスクが含まれます。

B.継続的デリバリーには自動リンティングが必要ですが、継続的デプロイメントのテスト
は手動で実行する必要があります。

C.継続的デリバリーでは開発環境への自動デプロイメントが利用されますが、継続的デプ
ロイメントでは運用環境への自動デプロイメントが行われます。

D.継続的デリバリーは手動でデプロイメントを開始するプロセスですが、継続的デプロイ
メントはデプロイメントプロセスの自動化に基づいています。

Answer: (解答を表示する)
DevOpsライフサイクルにおける継続的デリバリーと継続的デプロイメントの 2つの正し
い違いは次のとおりです。継続的デリバリーは手動でデプロイメントを開始するプロセス

ですが、継続的デプロイメントはデプロイメントプロセスの自動化に基づいています。継

続的デリバリーでは、ソフトウェアはデプロイメントの準備ができていますが、デプロイ

メントの決定は人間が手動で行います。一方、継続的デプロイメントではデプロイメント

プロセスが自動化され、ソフトウェアが必要なすべてのテストと品質チェックに合格する

と、人間の介入なしに自動的にデプロイされます。継続的デリバリーでは開発環境への自

動デプロイメントを利用しますが、継続的デプロイメントでは実稼働環境への自動デプロ

イメントが含まれます。継続的デリバリーでは、ソフトウェアは開発環境またはステージ

ング環境に自動的にデプロイされ、さらにテストと検証が行われます。ただし、実稼働環境

への実際のデプロイは手動で行われます。継続的デプロイメントでは、ソフトウェアは実

稼働環境に自動的にデプロイされるため、デプロイメントプロセスで手動介入する必要が

なくなります。これらの違いは、DevOpsライフサイクルにおける継続的デリバリーと継続
的デプロイメントのアプローチ間のデプロイメントプロセスにおける自動化と人間の関

与のレベルを強調しています。

最新問題: 23
DevOpsプロセスの観点からは、アプリケーションへの変更をバージョン管理下に置くこ
とが推奨されます。次のどれが、Dockerイメージへの変更をバージョン管理システムに保
存することを可能にしますか?
A. docker-compose.ymlを更新しています
B. docker commitを実行しています
C. docker saveを実行しています
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D. Dockerfileを更新しています
Answer: (解答を表示する)
Dockerイメージへの変更をバージョン管理システムに保存できるようにするオプション
は、docker commitです。docker commitコマンドは、コンテナーの変更から新しいイメー
ジを作成するために使用されます。実行中のコンテナーを入力として受け取り、そのコン

テナーに加えられた変更をキャプチャし、それらの変更を含む新しいイメージを作成しま

す。この新しいイメージは、タグ付けしてレジストリにプッシュするか、ローカルに保存で

きます。docker commitを使用すると、コンテナーに加えられた変更を新しいイメージとし
て効果的にキャプチャし、Dockerfileやその他のプロジェクトファイルとともにバージョ
ン管理システムに保存できます。これにより、時間の経過に伴う Dockerイメージへの変更
の再現性と追跡可能性が実現します。

最新問題: 24
Oracle Functionsの最大実行時間はどれくらいですか?
A. 240秒
B. 300秒
C. 60秒
D. 120秒
Answer: (解答を表示する)
Oracle Functionsの最大実行時間は 300秒で、これは 5分に相当します。つまり、Oracle
Functions内で実行される関数は、実行時間が 5分を超えることはできません。関数の実行
時間がこれより長い場合は、外部サービスを非同期に呼び出したり、長時間実行されるプ

ロセスを使用したりといった代替アプローチを検討する必要があります。Oracle Functions
プラットフォーム内で最適なパフォーマンスと効率を確保するには、この実行時間制限を

考慮して関数を設計することが重要です。

最新問題: 25
Kubernetesでローリングアップデートデプロイメント戦略を実装するには、どの kubectl
コマンド構文が有効ですか? (最適な回答を選択してください。)
A. kubectlアップグレード -c <コンテナ> --image=image:v2
B. kubectl update <デプロイメント名> --image=image:v2
C. kubectl rolling-update <デプロイメント名> --image=image:v2
D. kubectl update -c <コンテナ> --iniage=イメージ: v2
Answer: C (メーッセージを残す)
kubectlコマンドを使用して Kubernetesでローリングアップデートデプロイメント戦略
を実装するための正しい構文は次のとおりです: kubectl rolling-update <deployment-
name> --image=image:v2このコマンドは、コンテナーイメージを image:v2に更新するこ
とで、指定されたデプロイメントのローリングアップデートを開始します。ローリング

アップデート戦略により、可用性を維持し、ダウンタイムを最小限に抑えながら、アプリ

ケーションの新しいバージョンが段階的にデプロイされます。
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最新問題: 26
Oracle Functionsは、デプロイされたすべての関数を監視し、さまざまなメトリックを収集
してレポートします。Oracle Cloud Infrastructure (OCI)コンソールでアプリケーションメ
トリックを表示するときに使用できないのはどれですか。

A.関数が実行される時間の長さ。
B.エラーにより失敗するまでに関数が実行した再試行回数。
C.スロットルにより失敗した関数呼び出し要求の数。
D.エラー応答で失敗した関数呼び出し要求の数。
Answer: (解答を表示する)
Oracle Cloud Infrastructure (OCI)コンソールでアプリケーションメトリックを表示する
ときに使用できないオプションは、「エラーが原因で失敗するまでに関数が行った再試行の

回数」です。Oracle Functionsの OCIコンソールでアプリケーションメトリックを表示す

ると、通常、関数のパフォーマンスと使用状況に関連するメトリックが表示されます。これ

らのメトリックは、関数のパフォーマンスと使用状況に関する洞察を提供します。通常、次

のメトリックを使用できます。スロットルにより失敗した関数の呼び出し要求の数:このメ
トリックは、構成された同時実行制限またはスロットル設定に達したために関数によって

処理されなかった要求の数を示します。関数の実行時間:このメトリックは、各関数呼び出
しの期間を表し、関数が実行を完了するまでにかかる時間を測定します。エラー応答で失

敗した関数の呼び出し要求の数:このメトリックは、関数の呼び出し中にエラーが発生し、
応答が失敗した要求の数をカウントします。ただし、エラーにより失敗するまでに関数に

よって行われた再試行の回数は、通常、OCIコンソールのアプリケーションメトリックの
一部としては利用できません。関数によって行われた再試行は通常、呼び出し元レベルで

処理され、再試行の具体的な詳細は、アプリケーションレベルのメトリックの一部として

キャプチャされない可能性があります。メトリックの可用性とその具体的な詳細は、Oracle
Functionsのバージョンと構成、および監視設定によって異なる場合があることに注意し
てください。利用可能なメトリックに関する正確で最新の情報については、Oracle
Functionsのドキュメントを参照し、公式ドキュメントを参照することをお勧めします。

最新問題: 27
Kubernetesアーキテクチャ内のマスターマシンとワーカーマシンによって形成されるグ
ループを表す用語はどれですか。

A.クラスター
B.ノード
C.デプロイメント
D.コンテナ
E.ポッド
Answer: A (メーッセージを残す)
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Kubernetesアーキテクチャでマスターマシンとワーカーマシンによって形成されるグ
ループを表す用語は、「クラスター」です。Kubernetesのクラスターは、1台以上のマスター

マシンと複数のワーカーマシン (ノードとも呼ばれます)で構成されます。マスターマシ
ンは、コントロールプレーン全体を管理し、ワーカーノード上のコンテナーの展開と管理

を調整します。ワーカーノードは、コンテナーの実行とワークロードの実行を担当します。

クラスターは、Kubernetesの組織と管理の基本単位であり、コンテナー化されたアプリ
ケーションを実行および管理するためのインフラストラクチャとリソースを提供します。

クラスターは、その中に展開されたアプリケーションの高可用性、スケーラビリティ、およ

びフォールトトレランスを保証します。

最新問題: 28
(CHK_1>3)顧客のトランザクションデータを Oracle Cloud Infrastructure (OCI)ストリー
ミングサービスにロードする電子商取引アプリケーションがあります。データを抽出して

変換してから、サードパーティの RESTエンドポイントに送信する必要があります。この
プロセスを自動化するには、OCIサービスコネクタハブを活用するように指示されてい
ます。この要件に対応する構成オプションはどれですか。

A.新しいサービスコネクタを次のように構成します。*ソース:ストリーミング *タスク:
関数 *ターゲット:
機能

B.新しいサービスコネクタを次のように構成します。*ソース:ストリーミング *タスク:
APIゲートウェイ *ターゲット:
通知

C.新しいサービスコネクタを次のように構成します。*ソース:ストリーミング *タスク:
なし *ターゲット:通知
D.新しいサービスコネクタを次のように構成します。*ソース:ストリーミング *タスク:
APIゲートウェイ *ターゲット:
機能

E.新しいサービスコネクタを次のように構成します。*ソース:ストリーミング *タスク:
関数 *ターゲット: APIゲートウェイ
Answer: (解答を表示する)
Oracle Cloud Infrastructure (OCI)ストリーミングサービスからデータを抽出して変換
し、OCIサービスコネクタハブを使用してサードパーティのRESTエンドポイントに送信す
るという要件に対応するには、次の構成オプションが最適です。新しいサービスコネクタ

を次のように構成します。*ソース:ストリーミング *タスク:なし
*ターゲット:通知ストリーミングサービスをソースとして選択すると、ストリームから
トランザクションデータを取得できます。データを変換してサードパーティの RESTエン
ドポイントに送信する必要があるため、コネクタで特定のタスクを指定する必要はありま

せん。ターゲットは通知に設定されており、これにより、変換されたデータを OCI環境外
のエンドポイントに送信できます。通知は、HTTPエンドポイント、電子メールアドレスな
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ど、サポートされているさまざまな送信先にデータを配信するように構成できます。この

構成により、ストリーミングサービスからデータを抽出して目的のサードパーティ REST
エンドポイントに送信するプロセスを自動化し、データの抽出、変換、転送の要件を満たす

ことができます。

最新問題: 29
ブルー/グリーンデプロイメント戦略を使用する場合、クラウドネイティブアプリケー
ションのバージョンは OKEクラスターにどのようにデプロイされますか?
A.現在のアプリケーションは、徐々に新しいアプリケーションバージョンに置き換えられ
ます。

B.新しいアプリケーションバージョンは、選択されたグループのユーザーに少しずつ展開
されます。

C.古いアプリケーションバージョンと新しいアプリケーションバージョンの両方が同時
に本番環境にデプロイされます。

Answer: C (メーッセージを残す)
ブルー/グリーンデプロイメント戦略では、2つの同一環境を使用してアプリケーションの
新バージョンをリリースできます。そのうちの 1つは特定の時間にアクティブです。アプ
リケーションの現在のバージョンはアクティブ環境にプロビジョニングされ、新しいバー

ジョンはスタンバイ環境にデプロイされます1。トラフィックは、イングレスリソースを更
新することでアクティブ環境からスタンバイ環境にシフトされます2。したがって、古いア
プリケーションバージョンと新しいアプリケーションバージョンの両方が同時に本番環

境にデプロイされますが、トラフィックを受信するのはそのうちの 1つだけです。検証済
みの参照: OCI DevOpsサービスの新しいデプロイメント戦略の発表、ブルーグリーン
OKEデプロイメント

最新問題: 30
Oracle Cloud Infrastructure (OCI) Container Engine for Kubernetes (OKE)で実行される
サービスにログ記録を実装する予定です。適切なログ記録アプローチを説明する記述はど

れですか。

A.各サービスは独自のログファイルにログを記録します。
B.すべてのサービスは外部ログシステムにログを記録します。
C.すべてのサービスは標準出力にのみログを記録します。
D.すべてのサービスAAは共有ログファイルに記録されます。
Answer: C (メーッセージを残す)

最新問題: 31
運用環境で実行されているマイクロサービス Aと Bが 2つあります。サービス Aはサー
ビス Bの APIに依存しています。サービス Bを含むすべての依存関係をデプロイせずに、
サービス Aへの変更をテストしたいと考えています。サービス Aをテストするには、どの
アプローチを採用すればよいでしょうか。
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A.サービス Bの以前のテストバージョンを使用してテストします。
B.サービス Bの APIモックを使用してテストします。
C.サービス Bの現在の本番バージョンを使用してテストします。
D.サービス Bは依存関係であるため、これは不可能です。
Answer: B (メーッセージを残す)
正解は、サービス Bの APIモックを使用してテストすることです。サービス Bを含むすべ
ての依存関係をデプロイせずにサービス Aをテストするには、サービス Bの APIモック
を使用できます。APIモックは、実際のサービスの動作を模倣した APIのシミュレートさ
れたバージョンです。APIモックを使用すると、サービス Aのテストを分離し、サービス B
の APIの応答と動作をシミュレートできます。APIモックを使用すると、サービス Bの
APIの予想される応答と動作を定義できるため、サービス Aとサービス Bのモックバー
ジョン間の統合をテストできます。このアプローチにより、実際のサービス Bの可用性や
変更に依存せずに、サービス Aの機能を検証できます。依存関係を切り離し、APIモックを
使用すると、サービス Aの独立したテストを実行し、その機能を分離して確保できます。

有効な 1z0-1084-24問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい 1z0-1084-24
試験問題集！ GoShiken.comが最新の 1z0-1084-24試験問題集を提供しています。
GoShiken.com 1z0-1084-24試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の
GoShiken.com 1z0-1084-24問題集をゲットする人はこちら:
https://www.goshiken.com/Oracle/1z0-1084-24-mondaishu.html (10130%OFF問題集溶

と正解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 32
Oracle Functionsアプリケーションを正確に説明する 2つのステートメントはどれです
か? (2つ選択してください。)
A.アプリケーション内のすべての関数で使用できる構成変数を格納するための共通コン
テキスト。

同じ構成を共有するすべての関数を含む Dockerイメージ。
B. Oracle Functions、Oracle Cloud Infrastructure (OCI)イベント、および OCI APIゲート
ウェイサービスに基づくアプリケーション。

C. OCIイベントサービスに応答して呼び出される小さなコードブロック。
関数の論理グループ。

D.同じ構成を共有するすべての関数を含む Dockerイメージ。
Answer: A,C (メーッセージを残す)
正しい記述は次のとおりです。アプリケーション内のすべての関数で使用できる構成変数

を格納する共通コンテキスト。同じ構成を共有するすべての関数を含む Dockerイメージ。
関数の論理グループ。説明: Oracle Functionsアプリケーションは、アプリケーション内の
関数に共通コンテキストを提供します。これにより、アプリケーション内のすべての関数
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からアクセスできる構成変数を格納できます。同じアプリケーション内の関数は、共通の

構成と依存関係を含む同じ Dockerイメージを共有できます。Oracle Functionsアプリケー
ションは、関連する関数を整理する論理グループとして機能します。同じアプリケーショ

ン内の関数はまとめて管理でき、アプリケーションコンテキスト内で相互作用してリソー

スを共有できます。

最新問題: 33
Kubernetesクラスターの削除に関する次の 2つの記述のうち正しいものはどれですか? (2
つ選択してください。)
A.クラスターを削除すると、クラスター作成プロセス中に作成された、またはクラスター
に関連付けられた他のリソース (VCNS、インターネットゲートウェイ、NATゲートウェ
イ、ルートテーブル、セキュリティリスト、ロードバランサ、ブロックボリュームなど)
が自動的に削除されます。

B.ワーカーノードの自動生成された名前を変更してからクラスターを削除しても、名前が
変更されたワーカーノードは削除されません。

C.クラスターを削除しても、クラスター作成プロセス中に作成されたリソースやクラス
ターに関連付けられたリソース (VCNS、インターネットゲートウェイ、NATゲートウェ
イ、ルートテーブル、セキュリティリスト、ロードバランサ、ブロックボリュームなど)
は自動的に削除されません。

D.ワーカーノードの自動生成された名前を変更しても、ワーカーノードが作成されたク
ラスターが削除されたときにワーカーノードが削除されることには影響しません。

E. Kubernetesクラスター内の oke-c<part-of cluster- CCID>-<part-of-node-pool-OCID>-
<part-of-subnet-OCID>-<slot>形式のワーカーノードの自動生成された名前を変更するこ
とはできません。

Answer: B,C (メーッセージを残す)
Kubernetesクラスターの削除に関する正しい記述は次のとおりです。ワーカーノードの
自動生成された名前を変更してからクラスターを削除した場合、名前が変更されたワー

カーノードは削除されません。クラスターを削除すると、ワーカーノードの名前を変更し

ても、その削除には影響しません。クラスターの削除プロセスでは、名前が変更されたワー

カーノードは考慮されず、クラスターに関連付けられているすべてのワーカーノードが削

除されます。クラスターを削除しても、クラスター作成プロセス中に作成された、またはク

ラスターに関連付けられている他のリソース (VCN、インターネットゲートウェイ、NAT
ゲートウェイ、ルートテーブル、セキュリティリスト、ロードバランサ、ブロックボ

リュームなど)は自動的に削除されません。これらの追加リソースは、クラスターを削除し
ても自動的に削除されません。必要に応じて、これらのリソースの削除を個別に管理する

必要があります。したがって、クラスターを削除しても名前が変更されたワーカーノード

は削除されず、クラスターを削除しても他の関連リソースは自動的に削除されないという

のが正しい記述です。
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最新問題: 34
Oracle Cloud Infrastructure (OCI) Resource Managerを使用してインフラストラクチャの
ライフサイクルを管理しており、Terraformアクションが開始するたびに電子メールを受
信したいとします。コードを記述せずにこれを実現するには、OCIイベントサービスをど
のように使用すればよいでしょうか。

A. OCIイベントサービスで、「リソースマネージャースタック -更新」条件に一致する

ルールを作成します。次に、「アクションタイプ:電子メール」を選択し、送信先の電子メー

ルアドレスを指定します。

B.宛先の電子メールアドレスを使用して、OCI通知トピックと電子メールサブスクリプ
ションを作成します。次に、「リソースマネージャジョブ -作成」条件に一致する OCIイベ

ントルールを作成し、対応するアクションの通知トピックを選択します。

C.宛先の電子メールアドレスを使用して OCI電子メール配信構成を作成します。次に、
「リソースマネージャジョブ -作成」条件に一致する OCIイベントルールを作成し、対応

するアクションの電子メール構成を選択します。

D.宛先の電子メールアドレスを使用して、OCI通知トピックと電子メールサブスクリプ
ションを作成します。次に、「リソースマネージャスタック -更新」条件に一致する OCIイ

ベントルールを作成し、対応するアクションの通知トピックを選択します。

Answer: B (メーッセージを残す)
Oracle Cloud Infrastructure (OCI) Resource Managerで Terraformアクションが開始され
るたびに、コードを記述せずに電子メールを受信するための正しい方法は次のとおりで

す。送信先電子メールアドレスを使用して、OCI通知トピックと電子メールサブスクリプ
ションを作成します。これにより、電子メール配信構成が定義されます。「リソースマネー

ジャジョブ -作成」条件に一致する OCIイベントルールを作成します。このルールは、リ

ソースマネージャジョブの作成時にトリガーされます。OCIイベントルールで、手順 1
で作成した通知トピックを、対応するイベントのアクションとして選択します。これによ

り、指定した電子メールアドレスに通知が送信されるようになります。これらの手順に従

うことで、OCI Resource Managerでリソースマネージャジョブが作成されるたびに電子
メール通知を送信するように OCIイベントサービスを構成できます。
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